
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼
科
と
盲
人

香
取
俊
光

鍼
は
江
戸
時
代
の
重
要
な
医
療
手
段
で
あ
り
、
盲
人
は
こ
の
時
代
の
鍼
の

六
月
例
会
平
成
元
年
六
月
十
七
日
（
士
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

緒
方
富
雄
先
生
追
悼
例
会
（
蘭
学
資
料
研
究
会
と
合
同
で
行
わ
れ
た
）

一
蘭
学
研
究
史
上
に
お
け
る
緒
方
富
雄
先
生
の
功
績
杉
本
勲

二
血
清
学
者
と
し
て
の
緒
方
富
雄
先
生

ｌ
免
疫
概
念
の
歴
史
的
な
捉
え
に
く
さ
（
の
一
昌
く
①
目
①
路
）

に
つ
い
て
Ｉ
川
喜
田
愛
郎

七
月
例
会
平
成
元
年
七
月
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
医
学
大
村
敏
郎

二
人
工
授
精
の
論
証
と
親
子
論
に
つ
い
て
の
私
見
宮
田
十
寸
穂

九
月
例
会
平
成
元
年
九
月
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
と
ア
グ
ネ
ス
．
。
ヘ
ッ
チ平

尾
真
智
子

二
三
條
天
皇
ノ
御
病
状
｝
一
就
イ
テ
稲
垣
直
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発
展
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
の
鍼
と
盲
人
の
研
究

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
杉
山
検
校
和
一
に
つ
い
て
で
終
わ
っ
て
い
る
。
本
稿

は
、
こ
の
時
代
の
鍼
と
盲
人
を
明
ら
か
に
す
る
一
段
階
と
し
て
、
江
戸
幕
府

に
お
け
る
盲
人
が
幕
府
に
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
か
検
討
す
る
。

史
料
は
、
江
戸
幕
府
の
正
史
『
徳
川
実
紀
』
・
『
続
徳
川
実
紀
』
、
家
臣
の

系
図
集
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
、
職
員
録
『
武
鑑
』
を
中
心
に
、
盲
人
関
係

こ
が

の
史
料
『
久
我
家
文
書
』
・
『
当
道
大
記
録
』
な
ど
を
使
用
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
幕
府
に
お
い
て
鍼
の
施
術
を
し
た
者
を
網
羅
的
に
集
め
た
。

ま
ず
江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
と
い
う
と
、
と
く
に
呼
び
名
が
な
い
。
幕
府

の
お
抱
え
の
医
師
は
、
『
徳
川
実
紀
』
な
ど
に
頻
繁
に
で
て
く
る
「
医
員
」
が

総
称
と
考
え
ら
れ
、
奥
医
師
・
寄
合
医
師
・
小
普
請
医
師
な
ど
の
身
分
を
越

え
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
幕
府
内
に
は
、
内
科
（
本
道
）
・
外
科
・
鍼
科
・
小

児
科
・
眼
科
・
口
中
科
・
産
婦
人
科
の
医
療
七
科
目
が
置
か
れ
て
い
た
。
制

度
は
画
一
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
し
だ
い
に

形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
代
の
医
師
は
、
試
験
制
度
で
認

め
ら
れ
た
者
で
は
な
く
、
病
気
を
治
せ
る
実
力
・
能
力
の
あ
る
者
が
医
師
と

し
て
認
め
ら
れ
た
。
医
師
は
、
㈲
自
家
が
代
々
医
師
で
あ
っ
た
、
ロ
著
名
な

医
家
に
学
ん
だ
、
白
自
ら
の
経
験
で
病
気
を
治
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
等
の
契

機
で
医
師
と
な
っ
た
。
幕
府
も
、
身
分
や
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
実
用
的
な
医

師
を
医
員
に
登
用
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
盲
人
で
あ
っ
て
も
実
用
に
適
え

ば
医
員
と
な
り
え
た
事
を
示
す
。
た
と
え
ば
、
杉
島
検
校
不
一
は
、
「
鍼
治

と
え

を
善
く
す
る
」
に
よ
り
桜
田
の
館
で
家
宣
に
仕
え
て
い
た
。
島
崎
検
校
登
栄

い
ち一

も
、
「
針
治
を
善
く
す
る
」
に
よ
り
西
城
奥
医
に
準
ぜ
ら
れ
た
。
芦
原
検

校
英
俊
一
は
、
松
代
侯
に
仕
え
、
尾
張
・
紀
伊
・
徳
川
儀
同
・
松
平
兵
部
や
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＊
藩
医
…
吉
田
一
貞
某
＊
．
：
（
姓
名
の
者
は
一
代
限
り
鍼
の
施
術
を
し
た
）

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
盲
人
は
医
員
二
八
家
の
内
一
○
家
を
占
め
、
栗
本

家
は
杉
山
検
校
の
弟
子
で
あ
っ
た
な
ど
、
幕
府
に
お
け
る
盲
人
は
重
要
な
役

割
を
果
し
て
い
た
。

本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
時
代
の
流
れ
か
ら
鍼
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
鍼
は

そ
の
他
の
諸
侯
に
召
さ
れ
た
。
こ
の
三
人
の
盲
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ち
医
員

に
登
用
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
医
療
は
、
た
と
え
盲
人
で

も
鍼
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
病
気
を
治
せ
る
実
力
・
能
力
が
備
わ
っ
た
と
き

幕
府
の
医
員
に
登
用
さ
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
幕
府
内
で
の
鍼
の
施
術
者
に
つ
い
て
見
て
拳
よ
う
。
幕
府
内
で
は
、

三
四
家
が
鍼
の
施
術
を
し
て
い
た
事
が
判
明
し
た
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、

幕
府
の
鍼
科
の
医
員
は
次
の
二
八
家
で
あ
っ
た
。

坂
氏
本
家
・
坂
氏
分
家
・
藤
木
十
左
衛
門
某
・
山
本
家
・
佐
田
氏
本
家
・

佐
田
氏
分
家
・
増
田
家
・
須
磨
家
・
上
田
家
・
岡
本
壽
仙
祐
品
・
山
崎

家
・
栗
本
家
（
杉
山
検
校
和
一
の
弟
子
）
・
吉
田
家
・
島
田
家
・
畠
山
家
．

前
川
家
・
小
崎
三
省
敬
直
・
茂
木
家
（
以
上
一
八
家
）

＊
盲
人
（
一
○
家
）
．
：
三
島
検
校
安
一
・
杉
岡
検
校
五
一
・
杉
島
検
校
不
一
・

杉
枝
家
・
島
浦
（
和
田
）
家
・
板
花
検
校
喜
津
一
・
島
崎
家
・
石
坂
家
・

芦
原
検
校
英
俊
一
・
平
塚
検
校
東
栄
一

医
員
以
外
で
鍼
の
施
術
を
し
た
の
は
次
の
六
家
で
あ
っ
た
。

＊
盲
人
…
山
川
検
校
城
管
貞
久
・
杉
山
検
校
和
一

＊
外
科
の
医
員
：
・
熊
谷
（
曽
谷
）
伯
安
宗
祐

＊
御
目
見
医
師
（
町
医
で
将
軍
に
拝
謁
で
き
た
も
の
）
：
・
村
井
閑
節
某
。

細
見
幽
悦
某

カ
ト
ル
ズ
・
ジ
ュ
イ
エ
（
七
月
十
四
日
）
と
い
う
日
に
は
祭
り
と
流
血
と

改
革
の
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
い
る
。
今
年
二
○
○
年
目
を
迎
え
た

フ
ラ
ン
ス
革
命
記
念
日
の
次
の
日
に
こ
の
例
会
が
も
た
れ
た
。

大
臣
ジ
ャ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ヶ
ル
（
言
ｏ
号
の
ｍ
ｚ
の
烏
ｇ
弓
駕
ｌ
届
置
）
が
罷

免
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
革
命
の
火
の
手
が
上
っ
た
。
ネ
ッ
ケ
ル
病
院

緊
急
医
療
で
な
い
た
め
に
、
戦
乱
の
時
代
に
は
寺
社
や
京
都
の
医
師
に
よ
っ

て
育
ま
れ
、
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
幕
府
初
期
に
お
い
て
、

外
科
医
熊
谷
伯
安
宗
祐
は
徳
川
家
康
の
腫
瘍
に
対
し
薬
と
鍼
を
使
用
し
た
。

幕
府
に
鍼
専
門
の
医
員
が
登
場
し
た
の
は
、
大
阪
冬
・
夏
の
陣
を
終
え
て
幕

府
の
礎
も
定
ま
っ
た
三
代
将
軍
家
光
の
時
代
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
六

月
の
坂
寿
三
幽
玄
で
あ
っ
た
。
平
和
の
訪
れ
が
広
く
鍼
の
需
要
を
増
や
し
、

市
井
の
医
師
や
盲
人
が
鍼
医
と
し
て
存
在
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
江

戸
時
代
前
半
の
盲
人
の
山
川
・
杉
山
も
鍼
治
療
に
あ
た
っ
た
が
、
医
員
と
し

て
は
登
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
盲
人
が
幕
府
の
医
師
に
登
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
杉
山
の
弟
子
三
島
・
杉
岡
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
杉
山
の

弟
子
が
続
々
医
員
に
登
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
事
は
、
盲
人
の
鍼
技
術
の

熟
成
期
が
杉
山
の
頃
で
、
し
か
も
鍼
教
育
が
大
き
な
拡
が
り
を
持
ち
、
盲
人

が
福
祉
政
策
か
ら
で
は
な
く
鍼
術
の
能
力
を
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

（
平
成
元
年
四
月
例
会
）

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
医
学

大
村
敏
郎
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